
3 　広報うわじま７月号

あの日から

１年 …

土砂崩れにより被災した吉田浄水場。

吉田・三間地区への給水機能が停止し、約１ヵ月間の断水が続いた。



広報うわじま７月号　 4 

相次いだ浸水被害

平成30年７月豪雨

記録と記憶－。
　本市に大きな爪痕を残した「平成30年

７月豪雨」から１年が経過。未だに被害

の痕は色濃く残り、復興に向けて今後

も継続した取り組みが必要です。

　これまでの記録と記憶を風化させな

いために、この１年を振り返ります。

災害ゴミ仮置き場

昼夜問わず行われた救助活動

道路・橋の崩壊

災害ボランティア活動

７月

５
日

大
雨
警
報（
土
砂
災
害
）発
表
、
市
災
害
対
策

本
部
設
置

災
害
救
助
法
適
用

６
日

土
砂
災
害
警
戒
情
報
・
洪
水
警
報
発
表

避
難
勧
告
発
令（
津
島
町
御
槙
・
上
槙
・
清
満

地
区
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
）

第
１
回
災
害
対
策
本
部
会
議

７
日

避
難
勧
告
発
令（
市
内
全
域
の
土
砂
災
害
警
戒

区
域
、和
霊
中
町
ほ
か
須
賀
川
周
辺
地
域
な
ど
）

奥
南
地
区
で
１
時
間
雨
量
96
㎜
を
観
測

自
衛
隊
災
害
派
遣
活
動
開
始
（
〜
８
月
15
日
）

保
健
師
・
栄
養
士
避
難
所
巡
回
開
始

８
日

大
雨
特
別
警
報（
土
砂
災
害
）発
表
、
同
日
解
除

９
日

避
難
勧
告
全
解
除

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）

被
災
状
況
調
査
開
始

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設

気
象
庁
が「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」と
命
名

10
日

津
島
や
す
ら
ぎ
の
里
無
料
入
浴
支
援（
11
日

〜
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
）

災
害
相
談
窓
口
開
設

罹
災
証
明
書
に
か
か
る
被
害
調
査
開
始

保
健
師
に
よ
る
独
居
高
齢
者
宅
な
ど
訪
問
開
始

11
日

災
害
義
援
金
受
付
開
始

広
報
う
わ
じ
ま
号
外「
が
ん
ば
ろ
う
！
宇
和

島
」発
行

生
活
再
建
支
援
法
適
用

12
日

中
村
知
事
現
地
視
察

救
援
物
資
受
入
開
始
（
〜
21
日
）

奥
南
・
喜
佐
方
小
学
校

：

登
校
再
開



5 　広報うわじま７月号

各地で発生した土砂崩れ

姉妹都市など全国からの支援

災害対策本部会議

豪雨から１ヵ月。各地で黙とう約１ヵ月続いた断水が解消され、園児たちからこぼれる笑顔

市内各地で行われた給水支援

自衛隊災害派遣活動

代替浄水施設

13
日

安
倍
首
相
現
地
視
察

立
間
小
学
校

：

喜
佐
方
小
学
校
の
空
き
教
室

を
活
用
し
て
登
校
再
開

14
日
「
特
定
非
常
災
害
」指
定

17
日

吉
田
小
学
校

：

登
校
再
開

吉
田
中
学
校

：

旧
吉
田
町
内
の
小
学
校
に
分

散
し
て
登
校
再
開

住
宅
の
応
急
修
理
受
付
開
始

18
日

保
健
師
被
災
地
区
全
戸
訪
問 （
〜
８
月
１
日
）

無
料
洗
濯
施
設
開
設

20
日

姉
妹
都
市 

宮
城
県
大
崎
市
か
ら
見
舞
金

21
日

吉
田
地
区
二
次
災
害
緊
急
避
難
計
画（
暫
定
）

運
用
開
始

23
日

み
な
し
仮
設
住
宅
、
市
営
住
宅
一
時
使
用
受

付
開
始

姉
妹
都
市 

北
海
道
当
別
町
か
ら
見
舞
金

24
日

代
替
浄
水
施
設
完
成
予
定
時
期
の
前
倒
し

（
８
月
下
旬
↓
上
旬
）

26
日

大
型
浄
水
装
置
の
運
び
込
み

27
日

「
激
甚
災
害
」指
定

か
ん
き
つ
復
興
支
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
開
始

玉
津
小
学
校

：

登
校
再
開

28
日

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
、
災
害
見
舞
金
な

ど
の
受
付
開
始

30
日

農
業
経
営
相
談
所
開
設

８月

１
日

姉
妹
都
市 

長
野
県
千
曲
市
か
ら
見
舞
金

３
日

三
間
地
区
で
試
験
通
水
開
始

４
日

吉
田
地
区（
一
部
を
除
く
）で
試
験
通
水
開
始

姉
妹
都
市 

宮
城
県
仙
台
市
か
ら
見
舞
金

７
日

豪
雨
か
ら
１
ヵ
月
。各
地
で
黙
と
う



広報うわじま７月号　 6 

記録と記憶－。

極早生ミカンの出荷

建設型仮設住宅完成（３棟12戸）ＪＲ四国卯之町駅～宇和島駅間開通みかんボランティア活動

みま米新米まつり

豪雨災害復興関連のタウンミーティング 復興応援フェア吉田町秋祭り

８月

８
日

被
災
家
屋
の
解
体
・
撤
去
相
談
窓
口
設
置

９
日

災
害
義
援
金
１
次
配
分
決
定

10
日

生
活
用
水（
飲
用
水
以
外
）の
給
水
支
援
停
止

11
日

吉
田
地
区（
一
部
を
除
く
）水
道
水「
飲
用
可
」

16
日

市
内
全
域
で
断
水
解
消

18
日

み
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
開
始

20
日

災
害
対
策
本
部
廃
止
、
災
害
復
興
本
部
設
置

被
災
家
屋
の
解
体
・
撤
去
申
請
受
付
開
始

29
日

建
設
型
仮
設
住
宅
完
成（
31
日
入
居
開
始
）

９月

１
日

喜
佐
方
保
育
園
休
園

み
ま
米
新
米
ま
つ
り

３
日

産
業
復
興
支
援
室
現
地
オ
フ
ィ
ス
設
置
、
県

中
小
企
業
者
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備

補
助
金
公
募
開
始

各
市
町
か
ら
の
中
長
期
派
遣
職
員
着
任

12
日

三
間
地
区
水
道
水「
飲
用
可
」

13
日

Ｊ
Ｒ
四
国
卯
之
町
駅
〜
宇
和
島
駅
間
開
通

吉
田
地
区
で
今
季
初
の
ミ
カ
ン
出
荷
開
始

15
日

道
の
駅
み
ま
レ
ス
ト
ラ
ン
再
開

24
日

豪
雨
災
害
に
よ
り
開
設
し
た
全
避
難
所
閉
鎖

25
日

市
災
害
復
興
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
公
表

29
日

畦
地
梅
太
郎
記
念
美
術
館
・
井
関
邦
三
郎
記

念
館
再
開

10月

１
日

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
開
設

み
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設

18
日

豪
雨
災
害
復
興
関
連
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
市
内
９
箇
所
）

25
日

市
復
興
計
画
第
１
回
策
定
委
員
会

30
日

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
が
早
生
ミ
カ
ン
を
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス（
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
大
田
市
場
）
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吉中愛顔未来フェス

吉田ふれあい国安の郷再開

かんきつ園地の復旧作業

～復興への道～ 吉田町マラソン大会

吉田中学校災害復興祈念碑

簡野道明記念吉田町図書館再開

被　害（最大） 件　数

人的被害
死者（関連死含む）13人

負傷者29人

住宅被害

全壊61件、大規模半壊
115件、半壊804件、一
部損壊793件

避難者数 628世帯1,149人

土砂災害 363箇所

水道被害(断水) 6,568世帯15,317人

公共土木被害 339件

農林水産業被害 約8,400件（約254億円）

商業事業者 316件

31
日

県
災
害
対
策
本
部
解
散

11月

１
日

復
興
に
向
け
て
外
部
人
材
を
受
入

３
日

吉
田
町
秋
祭
り

12月

３
日

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

８
日

吉
中
愛え

顔が
お

未
来
フ
ェ
ス

21
日

吉
田
中
学
校
災
害
復
興
祈
念
碑
完
成

23
日

〜
復
興
へ
の
道
〜
吉
田
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１月

４
日

簡
野
道
明
記
念
吉
田
町
図
書
館
一
部
再
開

（
吉
田
公
民
館
内
）

７
日

豪
雨
か
ら
半
年
。各
地
で
黙
と
う

20
日

う
わ
じ
ま
特
産
応
援
フ
ェ
ス
タ

２月

12
日

ヤ
フ
ー
㈱
か
ら
の
復
興
支
援
を
発
表

14
日

吉
田
中
学
校
復
旧
記
念
式
典
・
立
志
式

28
日

え
ひ
め
宇
和
島
復
興
応
援
フ
ェ
ア

 

（
〜
３
月
17
日
・
宮
城
県
仙
台
市
）

３月

１
日

吉
田
ふ
れ
あ
い
国
安
の
郷
営
業
再
開

４月

２
日

市
産
業
経
済
部
農
業
復
興
統
括
官
に
元
農
林

水
産
省
職
員 

前
田 

安
正 

さ
ん
を
任
命

４
日

「
市
復
興
計
画
」を
発
表

５月

31
日

簡
野
道
明
記
念
吉
田
町
図
書
館
再
開

支　援 人数・金額

災害ボランティアセンター 9,726人

みかんボランティアセンター 1,784人

義援金 13 億１千万円

支援金 １億円

ふるさと納税（平成30年度実績） ３億９千万円

■被害・支援の状況（３月31日時点）

このほかにも、各市町や団体、ボランティ

アの皆さんからさまざまな形で支援をいた

だきました。本市は今後も、早期復旧・復

興を目指して全力で取り組みます。
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１年を振り返る
誰もがとまどい、立ち尽くした日から１年。

思い出すのは辛いけれど、後悔ではなく糧にして。それぞれの１年を振り返ります。

　

吉
田
公
民
館
で
避
難
所
運
営
に
携
わ
っ

た
加
地
さ
ん
は
、「
自
分
ひ
と
り
で
は
何

も
で
き
な
か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り

話
し
ま
す
。
何
も
か
も
が
初
め
て
の
経
験

で
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
況
。
何
よ
り

加
地
さ
ん
を
悩
ま
せ
た
の
が
、
避
難
者
の

ほ
と
ん
ど
が
顔
も
知
ら
な
い
人
ば
か
り

だ
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

避
難
所
運
営
に
は
、
避
難
者
と
担
当
職

員
と
の
関
係
が
重
要
で
す
。
始
め
は
避
難

所
で
の
行
動
を
促
す
指
示
も
届
か
ず
、
避

難
所
運
営
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
す
べ
て
を
完
璧
に

こ
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
加

地
さ
ん
は
、
完
璧
で
な
く
て
も
い
い
か
ら
、

と
に
か
く
避
難
し
て
き
た
人
の
声
を
聞
こ

う
と
開
き
直
り
ま
し
た
。
声
を
聞
く
こ
と

で
、
避
難
者
が
ど
う
し
た
い
の
か
が
優
先

で
き
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
少
し
で
も
ス
ト

レ
ス
緩
和
に
つ
な
が
る
方
法
を
一
緒
に
考

え
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
避
難
者
た

ち
か
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
結
果
的
に
自
分
自
身
が
助
け
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
と
話
し
ま
す
。

　

加
地
さ
ん
は
こ
の
１
年
を
振
り
返
り
、

普
段
か
ら
地
域
の
人
た
ち
と
関
わ
り
を
持

つ
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
そ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
地
域
の
人

た
ち
が
関
わ
り
あ
え
る
よ
う
な
関
係
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

な
ん
で
も
い
い
。
と
に
か
く
声
を

吉田公民館主事

加地 優介 さん
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社
会
福
祉
協
議
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
普
及
に
取
り
組
む
松
井
さ
ん
。
発
災

後
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
中
心
と
な
っ
て
関
わ
り
ま
し
た
。

　

今
回
特
に
課
題
と
さ
れ
た
の
が
、
現
地

要
望
の
把
握
で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

依
頼
し
た
く
て
も
そ
の
方
法
を
知
ら
な

か
っ
た
り
、
依
頼
す
る
こ
と
を
遠
慮
し
た

り
す
る
人
の
把
握
が
困
難
で
し
た
。
と
き

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
数
が
要
望
件

数
を
上
回
る
と
い
う
状
況
も
。
自
治
会
長

や
民
生
委
員
に
協
力
を
依
頼
し
、
現
地
を

訪
問
し
て
聞
き
取
り
を
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
隠
れ
た
要
望
が
あ
る
こ
と
は
否
め

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

松
井
さ
ん
は
今
回
の
災
害
を
通
し
て
、

普
段
か
ら
１
人
ひ
と
り
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
す
る
関
心
を
強
く
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
詳
し
い
人
が
い
れ
ば
、
自
治

会
長
や
民
生
委
員
以
外
に
も
現
地
で
リ
ー

ダ
ー
と
な
れ
る
人
が
増
え
、
状
況
に
応
じ

た
支
援
が
円
滑
に
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
が
地
元
で
身
近
な
存
在
と
な
る
こ
と

で
、
隠
れ
た
要
望
に
も
気
が
付
け
ま
す
。

　

今
後
、
ま
た
身
近
で
同
じ
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
ら
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
、
引
き
続
き
普
段
か
ら
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
災
害
で
、
過
酷
な
現
場
で
活
動

を
続
け
た
地
元
の
消
防
団
。
消
防
団
員
は

発
災
後
、
３
日
３
晩
は
昼
夜
問
わ
ず
活
動

に
あ
た
り
ま
し
た
。
自
宅
が
被
災
し
た
団

員
も
多
く
、
心
身
と
も
に
疲
労
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
。

　

副
方
面
隊
長
の
平
山
さ
ん
は
、
現
場
で

は
な
く
吉
田
支
所
の
本
部
で
各
分
団
か
ら

の
情
報
収
集
を
し
て
い
ま
し
た
。
行
方
不

明
者
や
土
砂
崩
れ
箇
所
な
ど
の
状
況
を
把

握
し
、
各
分
団
へ
の
指
示
を
担
い
ま
し
た
。

混
乱
す
る
状
況
の
中
、
訓
練
の
よ
う
に
は

適
切
な
指
示
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
山
さ
ん
は
本
部
で
各
分
団
か
ら
の
報

告
を
受
け
な
が
ら
も
、
現
場
の
最
前
線
で

活
動
す
る
団
員
の
身
が
心
配
で
気
が
気
で

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
あ
る
地
区
で
は
、

見
回
り
中
の
消
防
車
が
土
砂
崩
れ
に
遭
い

立
ち
往
生
。
消
防
団
員
は
何
と
か
脱
出
し

無
事
で
し
た
。
過
酷
な
状
況
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
全
員
が
無
事
だ
っ
た
こ
と
は
不
幸

中
の
幸
い
だ
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
間
。
ま
た
、
梅

雨
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
発
災
以
降
、

各
分
団
の
中
で
は
当
時
の
課
題
な
ど
を
話

し
合
い
「
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
危
機
意
識
を
高
め
て
き
た
そ
う
で

す
。
何
よ
り
、
災
害
が
起
き
な
い
こ
と
が

一
番
で
す
。
し
か
し
万
が
一
の
と
き
に
は
、

全
力
で
活
動
に
あ
た
り
た
い
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

吉田方面隊

平山 裕 さん

市社会福祉協議会

松井 尚史 さん

い
つ
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
今
ま
で
以
上
に
備
え
て
い
る

課
題
解
決
の
た
め
に
で
き
る
こ
と



広報うわじま７月号　 10 

明日につなぐ―

災害をきっかけに新たな取り組みが進んでいます。

問題解決に向けて力を合わせる。

人とまちが元気になることを願った活動が、今、始まりました。
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共
有
す
る

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
以
降
、
行
政
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
が
集
ま
り
、
各
種
支
援
に

関
す
る
情
報
や
現
場
で
起
き
て
い
る
課
題

を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
情
報
共
有

会
議
「
牛
鬼
会
議
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
も
２
週
間
に
１
回
程
度
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
課
題
な
ど
を
持
ち
寄
り
情
報
を

共
有
し
、
解
決
策
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

で
き
な
い
を
で
き
る
に
つ
な
ぐ

　

牛
鬼
会
議
で
情
報
共
有
を
す
る
中
で
、

市
民
、
行
政
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど

を
つ
な
ぐ
中
間
支
援
組
織
の
必
要
性
に
注

目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
時
に
も
、
土
砂
撤

去
や
心
の
ケ
ア
な
ど
支
援
者
そ
れ
ぞ
れ
が

専
門
と
し
て
い
る
分
野
が
異
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
専
門
外
の
相
談
を
受
け

た
と
き
に
対
応
が
難
し
く
、
解
決
に
結
び

つ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
土
砂
撤

去
の
作
業
な
ら
あ
の
団
体
が
で
き
る
、
心

の
ケ
ア
な
ら
あ
の
団
体
が
で
き
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い

る
組
織
が
仲
介
役
に
な
る
こ
と
で
、
皆
さ

ん
の
「
で
き
な
い
」
を
解
決
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
―
。
そ
れ

を
中
間
支
援
組
織
が
担
い
ま
す
。

【市民会議の中で意見を出し合う皆さん】

私
た
ち
を
取
り
巻
く
課
題

　

中
間
支
援
組
織
の
立
ち
上
げ
を
目
指
し

て
、
牛
鬼
会
議
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
中
心
と

な
り「
宇
和
島
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」

設
立
準
備
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
市

内
で
開
催
し
た
市
民
会
議
で
は
、
普
段

困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を
出
し

合
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
災
害
に
関
す
る

こ
と
以
外
に
も
、
子
育
て
や
教
育
な
ど
日

常
生
活
で
私
た
ち
が
抱
え
る
多
く
の
課
題

が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

中
間
支
援
組
織
の
活
躍
は
、
普
段
の
生

活
に
も
期
待
で
き
ま
す
。「
相
談
し
た
く

て
も
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
い
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
の
問
題
解
決

に
も
つ
な
げ
た
い
」
と
松
島
さ
ん
は
話
し

ま
す
。
問
題
解
決
に
よ
り
そ
の
人
の
元
気

に
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
全
体

の
元
気
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

「
人
」
と
「
ま
ち
」
を
つ
な
ぐ

　

あ
の
日
か
ら
１
年
…
。
今
で
も
課
題
は

尽
き
ま
せ
ん
。
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み

は
、
現
在
も
市
内
各
地
で
続
い
て
い
ま
す
。

人
と
ま
ち
を
つ
な
ぎ
、
明
日
に
つ
な
ぐ
―
。

そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
合
わ
せ
て
、
今
ま
で
以

上
に
元
気
な
宇
和
島
を
目
指
し
ま
す
。

■宇和島ＮＰＯセンター（仮称）

　設立準備会 代表 松島 陽子 さん

　市ＮＰＯ団体「うわじまグラン

マ」のメンバー。発災後、炊き出

し支援や被災者相談、復興イベン

トなどを行ってきた経験を生か

し、中間支援組織設立に向けて積

極的に取り組む。
【牛鬼会議の様子】
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